
県内でも野生イノシシからのＣＳＦ陽性確認が
続いています。

異状豚観察の徹底を再度お願いします！

国内発生８０例目ＣＳＦ（豚熱）

群馬県で患畜を確認！

家畜保健衛生所たより家畜保健衛生所たより 令和４年度第７号 令和４年４月２２日

連絡先：山梨県西部家畜保健衛生所
電話：０５５１ - ２２ - ０７７１ F A X ： ０５５１ - ２２ - ６７２８
夜間・土日・休日の連絡先：０９０－５５６４－１０１８

土日・休日の連絡先：０９０－５５６８－０８１７

<発生施設の概要>
所在地：群馬県太田市 飼養状況：約３，０００頭

<経緯>
・ 群馬県は、同県太田市の農場から、異状が見られる子豚がいる旨の通

報を受け、４月２１日、当該農場に立ち入り、病性鑑定を実施。
・ 群馬県の検査により豚熱の疑いが生じたため、国の研究機関で精密検

査を実施したところ、２２日、豚熱の患畜であることが判明。
・ なお群馬県はワクチンの接種推奨地域となっている。

＜野鳥・野生動物による侵入の防止＞

・畜舎には２cm角以下の網目の防鳥ネットを設置し、

間隙を塞ぎましょう。

また、破損が見つかったら、直ちに補修しましょう。

・防鳥対策と同様、間隙を塞ぎネズミの侵入を防止しましょう。

・ネズミを見つけた場合、その侵入経路を見つけ、

捕獲装置の設置、殺鼠剤の使用により駆除しましょう。

・畜舎周辺、農場敷地周縁及び農場内道路へ

消石灰を散布しましょう。

・畜舎の中に入ったら、すぐに扉を閉めましょう。


